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え
、
昭
和
四
十
四
年
に
第
一
回
全
日
本
フ
ォ
ー

ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が
椛
の
湖
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に

「
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
記
念
館
」
が
中
津

川
市
坂
下
総
合
事
務
所
内
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

平
日
の
み
の
完
全
予
約
制
で
の
拝
観
と
な
り

ま
す
が
興
味
が
あ
る
方
は
一
度
足
を
運
ば
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
旧
川
上
村

　

川
上
地
区
に
は
「
夕
森
公
園
」
が
あ
り
ま

す
。
年
間
約
十
五
万
人
の
来
訪
者
が
あ
り
、
入

り
口
に
は
か
つ
て
活
躍
し
た
森
林
鉄
道
の
機
関

車
が
訪
れ
た
人
々
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、「
竜
神
の
滝
」「
銅
穴
の
滝
」

な
ど
の
滝
め
ぐ
り
や
、
一
〇
〇
を
超
え
る
バ
ン

ガ
ロ
ー
で
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
滞
在
し
て
自
然
を

楽
し
む
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
十
一
月
上
旬
に
は
「
夕
森
も

み
じ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
カ
エ
デ
を

中
心
と
し
た
色
鮮
や
か
な
紅
葉
が
訪
れ
た
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

な
か
で
も
大
き
な
石
の
上
に
根
を
張
り
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
成
長
し
て
い
る
も
み
じ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
姿
か
ら
「
ド
根
性
も
み
じ
」

と
名
付
け
ら
れ
、
そ
の
鮮
や
か
な
紅
葉
と
と
も

に
「
夕
森
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
見
る
、
遊
ぶ
、
食
べ
る
に
事
尽
き

な
い
地
域
で
す
。
一
度
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ア
ク
セ
ス（
夕
森
公
園
）

　
〔
公
共
交
通
機
関
〕

　

�

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
坂
下
駅
下
車
、
北
恵
那
交
通

バ
ス「
夕
森
公
園
口
行
」　

約
二
〇
分

　
〔
自
家
用
車
〕

　

�

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～
国
道
十
九
号

線
を
北
上
、
弥
栄
橋
交
差
点
を
左
折
し
川
上

方
面
へ
、
案
内
看
板
に
よ
り
夕
森
公
園

「
や
さ
か
地
域
」っ
て
？

　
「
や
さ
か
」
と
聞
い
て
ご
存
知
の
方
は
少
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
二
月
に
い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大

合
併
」
が
中
津
川
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
で
は
、
全
国
的
に
も
稀
な
「
廃
置
分
合
決
定

告
示
」（
長
野
県
木
曽
郡
山
口
村
を
廃
し
そ
の

区
域
を
岐
阜
県
中
津
川
市
に
編
入
す
る
）
が
さ

れ
旧
山
口
村
も
岐
阜
県
中
津
川
市
と
な
り
ま
し

た
。

　

旧
来
よ
り
交
流
が
あ
っ
た
山
口
村
、
坂
下

町
、
川
上
村
の
頭
文
字
を
取
っ
て
「
や
さ
か
地

域
」
と
し
て
三
つ
の
地
区
が
観
光
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
や
さ
か
地
域
の
観

光
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
旧
山
口
村

　

観
光
の
目
玉
と
し
て
は
、
馬
籠
宿
が
あ
り
ま

す
。
云
わ
ず
と
知
れ
た
観
光
地
で
い
ま
さ
ら
の

説
明
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
斜
面

に
立
ち
並
ぶ
宿
場
の
面
影
や
島
崎
藤
村
の
生
地

と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

◆
旧
坂
下
町

　

坂
下
地
区
に
は
、
古
く
か
ら
の
観
光
地
に
加

紅葉した「ド根性もみじ」

勇壮な竜神の滝

現在の椛の湖
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